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「二諦分別 論」にみ られ る表現yugparkyangに つ いて

赤 羽 律

1.Jnanagarbha(ca.8c.)の 『二諦分別論 』(SDV)に は,自 註(SDVV)とiSantarak-

sitaに よ る細疏(SDvp)が チ ベ ッ ト大 蔵経 中に残 つてお り,既 に多 くの先行研究

がな されて いる.ま たSDVVの 現 代語訳 としては古 くは長澤実導氏,最 近 では松

下了宗氏 に よつて和 訳が,M.D.Eckel氏 に よつて英訳 と批判 的校 訂本が出版 され

てい る1).そ れ にも関 わ らず,サ ンスク リッ ト原本 を欠 いてい るためか,内 容 の理

解 に関 して不 明な点 を未 だに多 く残 して い るこ とも事実 であ る.こ の論文で取 り

上 げる表現yugparkyangも ま たSDVVとSDVpに一 例 づつ見出 され るもので ある

が2),こ れ まで にその意 味が確 定 されて いる とは言 い難 く,こ の論文で その意味 を

明 らか に しSDVの 正 確 な理解 に少 しで も寄 与で きれ ば と思 う.

2.ま ず 最初 に,こ の表現 には どの様 な訳 が可能で あろ うか.yugpa及 びrkyang

paと い う表現を辞書で調べ ると,各 々主 に二種類 の意 味が与 えられてい る.

yugpa=「 脚 」或い は 「欲望」3)

rkyangpa=「 の み(only)」 或 い は 「伸 ばす」

それ故 に,yug pa rkyangと い う表現 はこれ らの言葉 の組み合わせで四通 りの可能

性 が ある.ち なみ に上述 の三編 の現代語訳 を見てみ る と,Eckel訳 で はこの表現が

全 く翻 訳 され てお らず,松 下氏 は 「足 を伸 ばす」 とい う訳 を挙 げ るも,そ の意味

について は不 明であ る と注釈 してい る.ま た,長 澤 氏 は 「そち ら一 方の脚で」 と

訳 してお り,結 局 同じ訳 は一 つ もない4).一 体 この表現 の元 のサ ンス ク リッ トは何

であ り,ど の様 な意味 を付託 されていたので あろ うか.結 論 を先取 りす るな らば,

この表現 は基本的 には 「脚 」+「 伸 ばす」 とい う訳で読むべ きであ ると思 われ る.

以下 にそれを論証す る.

3.ま ずyug paが 脚 の意 味で ある と辞 書 において説 明 され る場 合,こ の言葉が

rkang pa(脚)と い う言葉 の古い表現で ある と書 かれてい るこ とが注 目に値す る5).

この説 明 に従 うな ら,yug pa rkyangと い う表現 は,rkang pa rkyangと 書 き換 えう

ることにな る.そ して前者 の表現 はSDVVとSDVP以 外 の典籍 に見 出せない にも
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関 わ らず,こ の後 者の表現 はSriguptaのTattvavatara-vrtti(TAV)に 見 出 され るの

で ある.た だ しTAVに お いて はrkang brkyangと 書 かれてい る6).も つ ともただ同

じ表現が用 い られて いる と言 うだ けで は如何 な る根 拠 にもな り得 ないが,こ こで

最 も重要 な ことは,rkang brkyang(TAV)と,yug pa rkyang (SDVp)と い う両表現

の使 われて い る文脈が各 々 の論書 において奇妙 な ほ ど一致 して い るこ とで あ る.

こ こで その部分 を全 て挙 げて比較す るだ けの紙 幅の余裕 はないが ,略 説 す るな ら,

SDVpで はSDVVの 無 二 を知 る自己認識 を否定す る文脈 の注釈部分 であ り,TAV

に 関 して は,小 林 氏 によつて 「自己認識 に よつて も無二知 は成立 しない」 とい う

科文 を与 え られてい る文脈 中に現 れ るので あ る.そ して各々 その最後 部分 におい

て対論 者の論理 を否定 す る比喩 として用 い られ てい るのであ る7).加 えて,松 本史

朗 氏,小 林 守氏 な どによつて,こ のTAVとSDVPの 著 者 であ るSantaraksitaのMa-

dhyamakalamkaraと の問 には様々な共通点があ ることが既 に明 らか にされてい る8).

さ ら に小林氏 は,こ のrkang brkyangと い う表現 をyug pa rkyangの 松 下訳 と同様 に

「脚 を伸 ば し」と訳 してい る9).こ う した事実 に基づ く限 り,yug pa rkyangとrkang

(pa)brkyangと い う両表現 は元々 同一 のサ ンス ク リッ トで書 かれていた と考 える

ことがで きるで あろ う.

4.そ れ で はその元 のサ ンス クリッ トは一体 どの様 なものだったのであろ うか.そ

の手がか りとなるのが,SantidevaのBodhicaryavatara (BCA)で あ る10).こ の論書

に もrkang pa brkyangと い う表現 が見 られ,こ の表現 に対応 す るサ ンス ク リッ ト

は,pralambapadaで あ る11).ま たPrajnakaramatiは 細 疏(BCAP)に お いて この表現

を次 の ように注釈 してい る.

pralambapadamと い うのは,寝 台などに上がっている時に,地 面などに結びつけられてい

ない脚のことであり,(そ ういう状態で)座 っているべきではない12)

この事実に従 うならば,rkang pa brkyang(=yug pa rkyang)と い う表現はただ単に脚を伸

ばすという意味ではなく,「脚が(伸 びきって)地 についていない」という意味であること

が分かる.ま たこの表現がBCAに おいて否定的な意味合いで用いられている点も併せて

注意すべきである.何 故なら,SDVV,SDVP,TAV全 て において,こ の表現はその訳は

ともか くも否定的な意味合いを付与されていることは文脈から明らかだからである.

5.最 後 に 「欲望 のみ」「欲望 を伸 ばす」或い は 「脚のみ」 とい う他 の三つ の訳 も,

基 本 的 にSDVV及 びSDVPの 文 脈 に合致 し得 るこ とは指摘 して お く必要 があ る.

しか し最初 の二列 に関 して は,実 際 に欲 望 の意味 のサ ンス ク リッ トの翻訳語 とし

てyug paが 用 い られ てい る例 を一例 も見つ け られず,又 この訳語 を挙 げ るの は蔵
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漢 大 辞典 のみ であ る ことか ら訳 として説得性 を欠 くと判断 した.ま た 「脚 のみ」

とい う訳 も既 に例証 したTAVと の 関係か ら採用 しなかつた13).

6.以 上 の結果,yug pa rkyang=rkang pa brkyang=pralambapadaと い う関係が成 り

立ち,こ のyug pa rkyangと い う表 現 に関 しては 「脚 が地 についていな い」 とい う

訳 を否 定的 な意味 として与え るこ とが妥当で あろ う.
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